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シックネス解析による長期予報と＊

短期予報の立場からの擾乱の予想

宮 本 英 男榊

　1・　はしがき

　筆者は先に極気団の動向と月平均の谷の場から「雨量

の長期予報について」，また半旬平均シックネス偏差図

を使用して「本邦に起る大きな擾乱の予想にっいて」．

夫々月予報．週間予報的の立場から調査した．そして以

前富士山頂と山麓である三島の気圧を使用して，3時間

毎のシックネス偏差のシーケンスを作り，短期予報の立

場から調査したことである．

　地表上に日々に起る局所的な変化にしても大きな目で

見れぽ，大気環流の大きな場につながるものであり，こ

とに被害を伴うような大きな擾乱の予想については，な

おさら大きな場の考察解析が必要となってくる．この意

味で今迄調査したものを一連のものにとりまとめてみ

た・なお調査の目的は雨量予想に重点をおき，主に大雨

をもたらした擾乱にっいて調査した．

　2・　内　容

　例題として，昭和35年3月～6月までと昭和33年1月

の場合をえらんだ．

　1．月予報の立場からの解析

　まづ，月予報の立場から昭和35年3～6月までの80

。N1400Eの地点の地上気圧と500mb高度の半旬平均

値の移動平均曲線を画き，これに対応させて月平均の谷

の揚の追跡を行なった（第1図及び第2図を参照された
い）．

　第1図によれば，極付近の地上気圧偏差曲線と500mb

高度偏差曲線は大体平行して移行している．2月～3月

にかけては極の方が地上，上層共合せ見て，気圧，高度
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共低い時期である．しかし4月はじめ頃から地上，上層

共気圧が上昇しはじめて，4月21日～25日に頂点とな

り，その後下降している．一方第2図の500mb月平均

偏差図によれば，　3月にば日本付近はwarm　highに

おおわれて，日本の北方の高緯度は一域となり，所謂

high　index　Pattemであるが，4月に入ると，極付折

に東西に連なるwam　highを生じ，その前面のcut

omowが4月から5月にかけて南下している．

　即ち第1図の移動平均曲線の山の上り勾配では極付近

に，上層ではwarm　high下層ではcold　poo1が育成

されて，下り勾配のところではこれらが次第に南下して

くることを表わしている．

　この曲綜と月平均の谷の位置と雨量（名古屋のもの）

との関係は，第1図に示されるように，3月ではhigh

indexパターンで谷の場が80。E付近にあるため大き・な

擾乱が起らないが，4月に入ると所謂namiasな：どの提

唱する10w　indexの初期となり，気圧曲線の山と，130

。Eに谷の場があるため，これらの位相が合って，寒気が

極の方から時々ド・ップするようになり，擾乱に伴なう

雨量が多くなっている．5月は10w　indexの後期にあた

り，寒気が南下してくる時期で依然谷の場が日本付折に

あるため雨量は多くなっている．そしして6月の末期の

大雨は高緯度からのcut－off　highの南下時に起っている．

　次のB項のシックネス解析で示されるように気圧曲線

の山の前面と，谷の揚が重なる時期（第1図の4月のよ

うな場合）には日本付近は強いfrontal　zoneの場が出来

やすく，5月の揚合のように極から次第に寒気が南下し

てくる時期には，日本付近はcold　vortex（cold　trough）

の場となりやすい．

　2．半旬平均1000～500mbシックネス偏差図による

　　　解析

第3図は昭和35年3月7日～6月19日までの半旬平均
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1000～500mbシックス偏差図であるが，第1図に対応

させて君察してみる．

　2～3月末ごろまではhigh　indexパターンと老えら

2

れるが，シックネス図においても2～3月ごろまでは

frontal　zoneの場（偏差曲線の0線を一応frontal　zone

と老える）は日本のはるか北方樺太付近にあるが，10w

indexの初期には本州付訴までおりてくる．そして10w

indexの後期ではcut－off　highが南下するにつれて，日

本付近はcold　vortexの場となりやすく，frontal　zone

の場は現われにくい．しかし，これは谷の場が日本付近

にある場合で日本付折に谷の場がない場合は一概に以上

のようなことは言えない．

　（1）　半旬平均シックネス図上に，次の半旬に日本付近

を通過した低気圧の位置と経路を記入し，地上の10ng

waveの位置も記入した．また図の下に北高型とか移高

型と書いてあるのは，日本付近の低気圧が通過する際，

その前面の高気圧のタイプである．

　（2）　シックス図で分るようにfrontal　zoneの場（南

に暖気＋，北に寒気一を伴なうようなタイプ）では北高

型タィプの擾乱が現われやすく，cold　vortexのタィプ

では擾乱の前面で移動性高気圧となって南北にはっきり

した谷を伴なう擾乱が多い．

　（3）　シックネス図中，frontal　zoneの場，cold　vor－

texの場の何れも，低気圧の経路は2っある場合が多

い．frontal　zoneの場の場合はfrontal　zone付訴の経

路の方が擾乱の主体，それより南の方の経路の擾乱が従

、天気”10．8．
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と老えられる斌　前者をPolar　frontal　zone，後老を

sub－tropicalfr6ntalzoneと考えてよさそうである．筆

者が以前調べたものからは，このpolar　front上に大き

な擾乱が起っている．

　cold　vortexタイプでもやはり2つの低気圧の経路を

もっているが，どちらが主体であるか，シノプチックな

解析にもよるので，今後の調査に侯たねばならない．

　（4）　このシックネス図の，frontal　zoneの場の暖気

の中心域付訴，cold　vortexの場の寒気の中心域付近を

10ng　waveの谷と考えることが出来るので，10ng　wave

の強さを或る程度量的に表わしていることになる．

　（5）昭和35年4月19日～20日，5月18日～20日，6

月21日～22日の大雨の解析

　◎昭和35年4月19日～20日の大雨

　10w　indexの初期にあたり（第1図参照），シックネス

図上では4月11日～15日の図に相当する．この図によれ

ばfrontal　zoneは南下して奥羽地方にあり，日本の

・549

南に＋50の暖気，樺太付折に一100の寒気があって，

強いfrontal　zoneの場を形成している．そして4月6

日～10日の図に見られる90E以西にあった強いcold

troughが4月11日～15日には90E以東に達している．

従ってこのようなfrontal　zoneの揚に相当の寒気を伴

った谷が通過すれば当然大きな擾乱が期待できるわけ

で，19日～20日にかけて，第1表にあるように東海地方

でも大雨となっている．

　シノプチック解析では17日～18日にかけて，500mbで

shortの谷が支那大陸にあって東進してき・たが，19日に

このfrontal　zoneの場に入るや急激に谷が深まってい

る．

　◎5月18日～20日の大雨

　第1図によれば，移動平均曲線の山の下り勾配（10w

indexの後期）にあたり，寒気が南下してくる時期であ

る．5月6日～10日のシックネス図によれば，樺太の北方

に一100の寒気があり，蒙古とアリウシャンに夫々十50，
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第3図　（1）半旬平均（1000－500mb）シックネス偏差図（m）
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＋100の強いridgeがあって日本付近は強いcoldvortex

の場となっている．蒙古のridgeも前の半旬よりはつよ

まり，アリウシャンのridgeも南下している・そして11

日～15日の図では極の方にあったcut－o丘highは南下し

て，中部太平洋の＋域も逆行している．シノプチック解

析では16日～17日に支那大陸に500mbではっき’りした

谷があり，これが東進して，このcold　vortexの場に入

って大雨を降らせている．

　◎6月21日～22日の大雨

4

第1図の移動平均曲線に示されるように，wam　high

が南下してくる末期にあたり，6月15日～19日のシック

ネス図上でも日本付近は極の方から南下してきたwa「m

highの一部が北支那に，また中部太平洋から逆行して

きたwarm　highが日本の東方海上にあって，これらの

間にcold　vortexの場を作っている・

　シノプチック解析では寒気を伴なった深い谷が500mb

で，シベリヤ大陸から東進してきて，このcold　vortex

の場に入って大雨となっている．

　　　　　　　　　　　　　　　　　、天気”10．8．
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　第4図は以上の日時の地上天気図，第1表はこれらの

擾乱時における東海地方の雨量表である．

　3．富士山～三島のシックネス偏差の変化図について

　　　の解析

　富士山～三島のシックネス変化図にっいてはA，Bで

解析した期間のものがないので，33年1月のものを使用

して，主に1月12日～13日の大雨，1月26日～27日の南

海丸事件のあった擾乱にっいて，シノプチック解析に対

応させて調べた．

　まづ，第5図は，第1図と同じように800N，140。Eの

地点の地上気圧，500mb高度の移動平均曲線である．

これによれば12月から1月にかけて，強い山があらわれ

て，1月11日～15日を頂点としてその後は下り勾配とな

っている．一方第6図の500mb月平均偏差図をみると，

極一帯が12月には高度の低くなるhigh　index　pattem

1963年8月

である瓜　1月には極から高緯度にかけて，日本から見

て横に連なるWarm　highが出現している．また月平均

の谷の場は12月日本の西方にあったが1月にはアリウシ

ャンの方へぬけているので，一応平均場の谷は12月から

1月にかけて日本付遊を通渦したものと老えられる．こ

のような時期に寒気が極の方から南下し始める山の頂点

のところと，寒気が南下しおわる末期ごろに大きな擾乱

がi妃っている．

　半旬平均シックネス偏差図はないので省略する．

　第7図は富士山～三島の気圧変化図で，両者の気圧曲

線の開きが富士山～三島のシックネス偏差を表わして

いる．点線（富士山）が実線（三島）より上にある場合

は富士山～三島の垂直方向間の平均気温が，これら2点

間の累年半旬平均気温より高いことを表わし，点線が実

線より下にきている場合は低いことを表わしている．従

5
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ってこの両曲線が重なり合うような場合は累年半旬平均

気温を表わしていることになる．

　図の縦軸の目盛は，ラプラスの測候公式から算出した

ものである．
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　物理的な意味は

　三島の気圧を・P。，山頂の気圧を・P，三島～山頂間の

高度をZとすると，

　静力学の式から
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　山頂の気圧変化量δPは地上のδ端に対して静力学

的に変化するとして，
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　　　　　　　＿　gz
　　　　δ鳥・θ　RTm＝0とおける．…………（4）

　（2）と（4）式力・ら

　　　　　　　　　　gz
　　　　δP一瑞・6一 礁・轟・δTm……（5）

　　　　　　　＿8孝．
　5式中で瑞8RT飢＝Pで変化図上で一定値をとる

のでδPはδ丁飢のみの函数となる．従ってこの変化図

は富士山～三島のシックネス偏差を表わす．

　（5）式を変形すると，

　　　　　　　δP＝P．一庭．δTm
　　　　　　　　　　　ノ～Tm2

　この式から，例えばシックネス図中1月13日9時の

∠Tmを求めると，平均気温にして累年平均気温よりは

40C強の昇温となる．

　◎昭和33年1月12日～13日の擾乱の解析

　第7図の富士山～三島のシ偏差の変化図によれば，1

月8日～9日にかけて，暖気が進入している。地上天気

図でも南高型となっている．然し10日の朝cold　frontの

通過により寒気が南下して，シックネスもせばまり天気

図上では北高型となって，次の谷の前面で再び暖気が進

入して，13日に大雨となっている．このときの地上天気

図は第8図，500mb天気図は第9図を参照されたい・

地上，500mbの10日21時の天気図によれば地上では北

高型となって，今迄北方へ移流した暖気をおし下げて，

日本の南海上で気温の勾配が大き・くなり，500mbでも

寒気が南下して，一20。～一400C線のgradientが大き

くなってきている．即ち下層から上層まで強いfrontal

zoneの場を作っていることである．このような場に13

日500mbでもはっきりした谷が西方から移動してきて，

大きく崩れている．

　◎昭和33年1月26日～27日の擾乱の解析

　第7図によれば，1月23日～24日llこかけて，強い寒気

移流があり日本付近はgold　vortexの場（主に上層

で）になっている．このような場へ24日から25日にかけ

て，上下層共つよいリッヂの場となり，富士山～三島の

∂（δP）も急に大となっている．そして26日には強風と雨
　∂！

を伴なう擾乱となっている．この時の地上天気図・500mb

天気図，500mb∠丑，シックネス（500～850mb）及び24

時間偏差は第10図，第11図の通りである・

　これらの図から検討するに，24日～25日にかけて強い

リッヂが東進してき・て日本をおおった．しかしこのリッ

ヂは500mb4丑で見られるように本州付近で非常につよ

まっている．これは1月25日9時の500mb天気図にみ

られるようなconHuenceの現象によるものと思われる．

一方変化図上で24日から25日にかけて強い暖気の進入の

あるのは，南支那の方から移流してくる暖気による昇温

と思われる．従って，24日～25日に日本の西にあるリッ

日
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麗　幻　3〕昇　’月～‘8～’6専

ヂの後面に強い暖気移流があることを意味しており，そ

の前駆現象として24日～25日にかて高気圧の前面で強い

暖気移流があったものと思われる．この外，このように

強い擾乱のあったのは，cold　vortexの場と西方から近

づいてくる谷とのタイミングの要素があると思われる．

　4．温度風ベクトルについて

　昭和33年1月12日～13日の例のように，強いfrontal

zoneの場を作り，大雨となるような場合は日本付近・が

平均場の谷にあたり，地上では北高型で東寄りの風が吹

き，上層では西寄りの風が吹いて，zona1方向のfron－

ta1－zoneの場が保存される場合である．しかし大雨とな

るような条件がそろっていても，谷の前面の高気圧が衰

弱したり，上層の寒気が南下しないで北方に流れたりし

て天気が崩れない場合があるが1ステップで崩れない場

合は， 場が保存されれば次の谷で崩れる．

　このため，変化図上に潮岬の上層風を使って，温度風

ベクトルを作り，frontal　zoneの場の保存度を定性的に

表わした．これによれば，ベクトルの大いさとしては余

りよい結果はでない斌10日に北高型となってからは大

体大いさは保存され，方向としてはベクトルがzona1方

1963年8月

向に向いて，時間的に，同じように経渦している．この

ような場合はBjerknesやPetterssenが提唱する低気

圧の発生発達に好都合の場ではないかと思われる（第7

図参照されたい）．

　また，1月26日～27日の例のように強いcold　vortex

のある場へ，寒気を伴なった谷がきて大きな擾乱を起す

場合は谷の前面の高気圧の前方にはっぎりした暖気移流

があらわれる場合が多い．このため変化図上に名瀬の上

層風を使って，温度風ベクトルを作り暖気移流の強さを

あらわした．これによれば風よりもシックネス変化図の

方がはるかに早く前駆現象がでている．

　5．　むすび

　富士山～三島のシックネス偏差の変化図については，

以前これと雨量との関係の調査を行ったことがあるが，

frontal　zoneの揚では谷の前の暖気のシックネス偏差

（変化図上，富士山～三島の両気圧曲線の開き）の最大

値，及びCold　vortexタイプやcold　vortex　cold　vor－

texタィプでなくとも，谷の前面で暖気が進入する場合

のシックネス偏差の変化量と雨量とが0．8～0．9位の相

関があった．また，Cold　vortexタイプやcold　vortex

9
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タイプでなくとも，谷の前の高気圧の前面の暖気移流の

強さ∂響と低気圧の発達示度とよい相関があった．

　大ぎな立場からみると，日本付近に大きな擾乱の起る

場としては，大きな擾乱が西からそのま・す・んでくる

以外は，日本付近が平均場の谷の中にある場合が多い，

　以上，長期予報から短期予報まで，大きな場の解析に

より擾乱予想の大体の目安をつけ，さらに局所的な資料

を使って量的予想にむすぴつけようとしたものであるが

詳細については今後調査してゆきたい．

　最後に日頃ご指導，ご鞭縫を頂く矢木予報課長始め，

課員の皆様，いつも資料の提供を頂く観測課の皆様に厚

くお礼申し上げます．
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